
教育課程の展開例を活用したタブレット活用のアイデア 

１ 活用した教育課程の展開例 →  学活－６０「職業のつながり」  
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３ タブレット活用の有効性について 

①  共有ノート機能を活用することにより、手元のタブレットでグループ全員のカード

操作を行いながら発表を行うことができる。また、模造紙のスペースも不要なことか

ら、グループの座席配置生徒も自由にレイアウトすることができ、より話し合いの進

む環境作りを行うことができる。 

② 「付箋に書く、模造紙へ貼る操作活動」よりも話し合いながらの操作が容易なため、

多様な考えに触れることができたり、それぞれの考をもっている人数も明らかになり

やすいことから、意見選択の幅が広がる。 

また、関連が分かりやすく、その関連職業を一つのカードに関係づけることができ

るため、特定の職業に固執している場合でも、考えの幅を広げやすい。 

①  職業に関する動画

やはたらく様子の写

真などを TVに投影

し、議題に関する関

心を高める。 

②  ロイロノートの共

有ノートを開き、個

人で３つのカードに

書き込む。 

③  グループ内での発

表用カードを作り、

発表しながら個人の

カードを貼り付けて

いく。 

④  グループ内での発

表用カードに貼り付

けられたカードを線

で結ぶ。 

⑤  グループ内での

発表用カードを提

出し、回答共有し

て互いに確認す

る。 


